
ふれあい、思いやり、そして握手

本 日 第２０４６回 ２０１３年２月２２日(金） No.１９３６

本日のプログラム Today's Program
卓話者：箕輪 良孝君

点 鐘

演 題：「悠々のインド」
ロータリーソング「四つのテスト」

前 回 第２０４５回 ２０１３年２月１５日（金） 記 録

○斉 唱：｢日の風も星も」
○ゲスト：一般社団法人 尾張旭青年会議所

理事長 秋田 智司様
一般社団法人 尾張旭青年会議所
副理事長 中川 克久様

○出席者：会員28名中22名出席 出席率78.57％
前々回補正出席率は2月1日分 92,85％

会長あいさつ 井田 武憲

２月９日（土）名古屋マリオットアソシアホテ

ルにて東尾張分区インターシティーミーティン

グが名古屋城北ＲＣのホストのもと催されまし

た。

当日のスケジュールとしては、受付開始11時3

0分、友愛の広場にてランチタイム12時より13時

30分。その後、第一部 式典、第二部 基調講

演 第三部 フォーラム、第四部 次期ガバナ

ー補佐並びに次期ホストクラブ紹介がありまし

た。

第二部の基調講演では、元国際連合事務次長

の明石 康氏が「平和とは」のテーマにて講演

されました。

内容は多義にわたりましたが、国連の役割とし

ての立場を話され、国家間の対立（例 戦争）

は停戦とか休戦までは仲介できるが、国内紛争

（内紛）についてはいろいろな問題点（宗教対

立・民族対立etc）があり容易に解決できない面

を挙げられ、元国連事務次長としての苦悩を提

言されました。

フォーラムでは、討論形式で行われ、今まで

とは違ったＩＭになりました。また終了後には

当クラブの新入会員歓迎会も設定されて和気あ

いあいとして時間を過ごすことができました。

会員の皆さまお疲れ様でした。

幹事報告
・2/9 第36回なわとび大会 於尾張旭市体育館

古橋エツ子新世代奉仕委員長、古橋裕志新世

代奉仕副委員長出席。

・2/12 東尾張分区（11RC）会長、幹事会 於

キャッスルプラザ 井田会長、桜井幹事出席。

・例会変更のお知らせ：別紙。

尾張旭青年会議所表敬訪問

△秋田理事長あいさつ △中川副理事長あいさつ

識字率向上・ＯＦＤＹ月間

３月 １日 （金） ３月 ８日 （金） ３月１５日（金） ３月２２日 （金）

例 卓話者：森井 晴生君 卓話担当者：OFDY委員会 卓話担当者：仲澤 昌容君 卓話者：木村玄次郎君

会 演 題：｢私の元なる事々｣ 卓話者：大野 良之委員長 卓話者：愛知県立大学・名 演 題：「旭労災病院の改

予 演 題：｢ 未定 ｣ 古屋造形大学 非常勤講師 築に向けて｣

定 NPO法人やきもの文化と芸術

振興協会理事長 浅田員由様

３分間 演 題：｢瀬戸やきもの｣

ｽﾋﾟｰﾁ

丹羽 敏行君 谷口 伸夫君 大竹 薫君 冨田 晃君



委嘱状

△（左）2013～2014年度地区山田米山記念奨学会委員

（右）2013～2014年度地区補助金委員会委員

米山功労者表彰

△（右）第一回表彰 古橋 裕志君

ニコボックス
○一般社団法人 尾張旭青年会議所 理事長 秋田

智司様、同専務理事 中川 克久様、よくいらっしゃ

いました。よろしくお願いいたします。

井田 武憲君、加藤 清久君、木村玄次郎君

福岡 健君、舟橋 龍秀君、古橋エツ子君

古橋 裕志君、森井 晴生君、山田 直樹君

○本日卓話をさせていただきます。 冨田 晃君

○先日の１０日、次女の結婚式を無事終えることがで

きました。 唐井 仁一君

○インドの旅、夜行列車で人生体験、楽しく過ごさせ

ていただきました。等級の差額、ニコボックスヘ

加藤 清久君

○先日は、盛大な歓迎会をありがとうございました。

一回しかないのがとても残念。 仲澤 昌容君

○ようやく春めいてきました。花粉症の季節になりま

した。何となくゆうつうです。 伊豆原浩二君

○大変おいしく楽しい時間でした。

新入会員歓迎会参加一同

○仕事の都合で早退させていただきます。

浅野 善吉君、飯田 幸雄君、山田 直樹君

卓 話
「雑 話」 冨田 晃
あまり良いお話はできませんが、新しく入会された

方達のために、私の若いころをたどってみます。昭和

６年11月11日に今の韓国で生まれました。

小作人の親方の家で、元気が良すぎて悪いことばか

りし、皆に心配ばかりかけながら育ちました。それで

も大変運が良い子どもでした。7人兄弟の長男として

親の厳しくもあり優しくあるも心に育くまれ、昭和20

年8月京城の中学２年の時、日本の名古屋の中学へ7人

が 転 入 試 験

を 受 け 、 ２

人 が 運 よ く

入 学 で き ま

し た 。 終 戦

直 後 の 日 本

で の 生 活 は

つ ら い 毎

日 、 ５ 円 の

月 謝 が 払 え

ず 、 親 に 苦

労をかけました。よく子どもは親の晩年を面倒見なけ

ればいけないと言いますが、親の愛情で育てられて大

きくなるのだから当たり前の事だと思います。今思い

返してみると、韓国は30数年の日本の植民地でしたが、

その間日本のおかげで、学校を建て、熱心な教育に取

り組み韓国の子ども達を指導してきました。 そのお

かげで、たいへん優しい国民に育ちました。食べ物の

無い人に声をかけ、自分の食べ物を分けて与えていま

した。日本人のひかえめで、おくゆかしい面が伝わっ

たのでしょう。

韓国も北朝鮮も台湾も中国もみんな仲良く平和に生

きなければなりません。そんなことを願うこのごろで

す。

職業を通じた活動

「職業奉仕」という言葉は耳慣れないと思いますが、

ロータリアンたちが一番大切にしていること、それが

「職業奉仕」です。

ロータリークラブは、企業経営者、専門職といっ

た職業人の集まりです。会員は、それぞれの職業を代

表してクラブに入会します。 したがって、会員候補

者は、その時点で既にその職業において高い見識と業

績を積み上げてきていますが、そういった人々が集ま

って切磋琢磨し、さらに職業倫理の向上に努める、と

いうのが、ロータリーにおいての職業奉仕の基本です。

また、自らの企業や専門職に関しての知識や技術

の向上と発展、顧客満足、従業員やその家族に対して

の責任、社会に対しての責任など、例会をはじめとす

るさまざまな会合ならびに奉仕活動を通して互いに学

び合い、自らの職業において実践すること、これも職

業奉仕です。

「四つのテスト」は、ハーバート・テーラーとい

うアメリカのロータリアンが、ある企業の再建を引き

受けたときに考えた企業の倫理的指針です。彼は、こ

れによって見事にその企業の再建を果たしました。そ

れ以来、ロータリアンたちに職業倫理の指針として広

く愛用されています。

さらに、職業奉仕には、自らの職業や職業におけ

る専門知識を通して、地域社会や国際社会に貢献する

という考えも含まれています。ーﾛｰﾀﾘｰｼﾞｬﾊﾟﾝよりー


